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令　和　７　年　11　月　５　日

武蔵野市廃棄物に関する市民会議

（公財）日本容器包装リサイクル協会による資源化の仕組み（公益財団法人日本容器包装リサイクル協会年次レポート2025より抜粋）
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資　　　　　　料　　　　２－２

令　和　７　年　11　月　５　日

武蔵野市廃棄物に関する市民会議

容リ協による資源化の経費等の流れと武蔵野市の場合

合理化拠出金

約71万円

▼容リ協による資源化の経費等の流れ（公益財団法人日本容器包装リサイクル協会年次レポート2025より抜粋） ▼資源化に係る経費（令和６年度決算）
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※びんがほとんど

※容リプラに混入した製品プラ⇒㈱加藤商事に独自処理委託

約171万円

約154万円

※製品プラ無し

日本容器包装

リサイクル協会
委託料（市⇒容リ協）

プラスチック製容器包装 約2億7,674万円
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有償入札拠出金

3,838万円

品目

びん（保管含む）

ペットボトル

金額

約1億3,438万円

約1億2,866万円

武蔵野市
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